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『当院におけるCOVID-19疑い患者の
救急搬送受け入れ状況と課題』



明治１４年６月 東京府品川 心海寺 海員寄宿所を設置

日本海員掖済会

明治１３年海員掖済会、

明治２０年日本海員掖済会：海員の福利厚生を行う

公益社団法人第１号

全国の港の近くに

海員の寄宿所を設立したり、職業紹介をしたりする、

海員の福利厚生を行うことからはじまり

現在では、主として医療施設を中心とした医療活動を

展開している。

病院紹介



名古屋掖済会病院 概要

病床数： 602床

年間手術件数

平均在院日数

１日平均外来患者数

１日平均入院患者数

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、脳神経内科、外科、腫瘍内科、
消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科、心臓血管外科、肛門外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、精神科、小児科、リウ
マチ科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、緩和ケア内科、リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、
救急科、麻酔科、歯科、歯科、口腔外科

34科標榜診療科数：

・救命救急センター56床

・緩和ケア病棟19床

・地域包括ケア病棟47床

◎災害拠点病院指定
◎愛知県がん診療拠点病院指定

5,236件

501人

1,367人

11.5日

2019年度実績

救急搬送数

：

：

：

：

： 10,119件



感染対策室の方針 【愛知県新型コロナウイルス感染症協力医療機関】

①通常診療の継続

当院は、救急医療を軸に展開しているため緊急で受診、入院した
患者が新型コロナウイルスに感染している可能性もある。

②患者・職員を守る



救命救急センター【初療室】



時間内 時間外 合計

6,987 33,433 40,420

初療室受診患者数（人）

救急車台数（台）

1,054
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PCR検査数と陽性率（2020/7月～8月）
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入院患者重症度別内訳
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レッドゾーン=個人防護具着用し、入室

イエローゾーン=スクラブ、白衣で可

救命救急センター【病棟】



対策；標準予防策+飛沫・接触感染対策

個室管理の限界
✓ 中等症で酸素投与を要する
✓ 咳嗽している患者が多い

疑い患者と陽性患者が同じフロア内
✓ 受け持ちNSは別にする
✓ 頻回なベッド移動＝清掃の負担



第1波（2月～6月頃）後、全職員へクイズの実施

正解はすべて✖



N95マスクの使用場面について
新型コロナウイルス感染症に対する感染管理
改訂 2020 年 6 月 2 日 国立感染症研究所 国立国際医療研究センター 国際感染症センター

１）上気道の検体採取を実施する場合（鼻咽頭ぬぐい液採取等）

サージカルマスク、眼の防護具（ゴーグル、フェイスシールド等）、長袖ガウン、手袋を装着する

２）唾液検体採取を実施する場合

検体を回収する際には、サージカルマスク、

手袋を装着する

３）エアロゾルが発生する可能性のある手技（気道吸引、気管内挿管、下気道
検体採取等）

N95 マスクまたはそれと同等のマスク、眼の防護具（ゴーグル、フェイスシールド等）、長袖ガウン、
手袋を装着する

エアロゾル発生しない
＝サージカルマスク



回収👉パッキング👉滅菌👉干す👉再使用

◆滅菌器；V-PROMAX

◆滅菌工程；ノンルーメン約28分

◆1回滅菌数；最大10パック

◆対象マスク；1860/1870

◆当院採用マス；1860/VFLEX

◆滅菌後、過酸化水素水の臭
気がきになり使用できないため、
臭気を飛ばすため干しておく。
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今後の課題
◆中等症以上の患者搬送、入院を想定した準備

✓物品の確保、調整

✓職員へ当院の傾向をフィードバックし、認識を深める

✓個人防護具・標準予防策の遵守再確認

◆N95レスピレーター運用の見直し

✓使用タイミングの統一

✓ユーザーシールチェック等使用方法の再確認

✓フィットテストの実施を継続していく


